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香迷島の函北部， 1閥いこt1れを迅むI.Iii!_)斜i（!れこ辿なる美

しい建物の群，それが香池大学のキャソパスである。香

逃のセントラル地幣からパスで10分あまり，町の雑踏を

完全に避けえた批勝の地である。そして内部のふんい気

も，生き馬の眼をもぬこうという香港一般のそれとは逆

に，まことに学1サ］の府というにふさわしいぉうょうなも

のである。

1 概観

沿革 大学の制j文をきめる ordinanceが発効したのが

1911年 3月3(）日，つまり今年は50周年にあたる。その

ために GoldenJubileeと銘うって多彩な記念行事が予

定されている。香逃総／烈が正式に大学設立の計画を発表

したのが19(）7年，；とク）後，各）渾iから多くの有形無形の

扱JJ力を受けて発展した。前身ともいうべき Collegeof 

Medicineがあり，その発展的解消という形がとられた

ものであるが，それが香迷大学の服史の一部をなすもの

とはいいがたい。設立当時から現在に至るまで，建物施設

0)拡充，大学内容の充実は別として，機llIi上での変革I•ま

はとんどなかった。ただ1952年に束方文化研究院(The

Institute of Oriental Studies)が設罰された0)は例外で

ある。紹 2 次大戦中に日本軍のために若I••の被肉を受け

たという事尖は1:1本人にとって悲しい思い出である。

性格と l=l的 ordinanceの規定によれば，大学の設立

町Iりは，香迷（•こおける学1月］研究の発展，あらゆる人稲l固

簡をもつ学生の人格り）形成と発｝艮， ）似雨糾・I桔lと0)よさ秋l

係の糸it持にある。しかし実際にはイギリス植民地として
の香港の地位を守ってくれる中限1人エリートを育成する

ための機関であるといえないこともない。イギリスのそ

0)ような目的はさておき，この大学は，多くの邸味で日

本における明治あるいは大正時代の東京沿程1人学のごと

きも0)であると考えればそのおおよその見当がつくであ

るう。現在では香迷で唯一の大学 (university)である

が， さらにもう 1つ，最近3つ0ぶり院 (college)が合併

して大学に外格することに決まっている。

組級 大学の組椒は university ordinanceによっ會c
定められ， さらに statutesIこよって機能体としての内容

が与えられている。大学の supremegoverning bodyは

香港政庁と大学の最高首脳lUIiなどから成る courtであ

る。学長は香港総督がこれを兼任することに定められて
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いる。教授会に当たる scnalCは教ffおよび研究に1対す

る直任を致うが，；との財政的裏付けl・tcouncilがこれを

行なう。この{|il)炭:fま理想的なも (J)として大学関係者全体
から歓迎されているようである。

財政 学生の授業料，政庁の grant,および外部から

の祝付がその財源である。政庁から与えられる annual

grant l・t 150万香港ドル（約1倍円），その他建物の堺築

などに際して capitalgrantが与えられる。外部からの

寮付は EndowmentFundの中に入れ，適宜支出され

る。これらの中にはイギリス本国政府およびロックフェ

ラー基金からのrが付などがあり，古くは義和団事件の賠

fi'［金からの grant，最近では戦後没収された旧日本財産

の売却によって得た 100万ボンドの grantも含まれてい

る。大学の財政は香泄の地位と共に安泰である。

学生 学生はすべてすさまじい競争I•こたえぬいた最後

の勝利者であり， しかも将米ホワイトカラーのエリー ト

としてその地位を約束されている 「学士様」の~Iiである。

そのうえ，この大学では学生の経済的致担が非常に大き

いために学生が七れにたえる家庭の出身者であるという

災索が加わり，独特の気風がある。休II［乱期間は日本の大

学に劣らず長いが， llH;i/liJ訓ll.l]中は猛勉強を要求される。

ただ特咽すべきことは，大学が学間の）（；fであるばかりで

なく，文化活動やレクリ エーションがさかんで，学生生

活のすべてが学内でエ ンジョイできるようになっている

ことである。教I~• もふ板的にそれに参加する。学生の質

がよいこと，大学の学間の水邸が香迷の他の祐学校に比

べてはるかに裔いこと，人格の形成1こ役tこっこ 0)ような

制JgI/）存在などのために，たしかにエリートというにふ

さわしい計年達がここを集立って社会に出ていくことと

なる，学生数は120(）人あまり．約4分(1)1が女性である。

また全学生の約半数が Facultyof Arts叫咋する。

II 講座

大学は4つの学部をもっ。すなj)‘ら Faculiyof Art~, 

Faculty of Science, Faculty of Medicine,および Facul-

ty of Engineering an<l Architectureであり， ；；Cれぞれ

大学院の制殷をもつ（博士制貶の有無は学部によって異

なり， Facultyof Arts t・こはない）cunderr{raduate 11)コ

ースは一般に 3年，ただ Architectureと MedicineIま

5年である。
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Faculty of Artsには8つの Departmentがある。す

なわち Dept.of English, Dept. of Chinese, Dept. of 

History, Dept. of Economics and Political Science, 

Dept. ~£ Geography and Geology, Dept. of Philoso-

'phy, Dept. oi Modern Language,および Dept.of 

Educationである。現代アジアの政治および経済に関す

る購座ならびに研究者は， ほとんどみな Dept.of Eco・

nomics and Political Science tこ屈している。！溝淡は全

学を通じて英椴で行なわれるが， Dept.~£ Chineseのみ

は例外で中国脂で行なわれる。 （こ こでは他の Faculty

についてはふれないことにする）。

このほか大学内の重嬰な機関に，凍方文化研究院，図

也館，出版局， Dept.of Extra-Mural Studiesがある。

束方文化研究院は1952年に設立された。 1JF史上 Chinese

Dept．の大学院としての役隅を果たし，また外国からく

る中国語および中国文学の研究者の受け入れ機関となら

ている。院長は考古学者の F.S. Drake :t'ある。 Jottr-

nal of Oriental Studiesという雑誌を出しているが，内

容的には中国の古典文学に関するものが大部分を占め

る。この instituteの特徴は，その組織の一部として

Language Schoolなるものをもっているこ とである。

大学の内外から学生を袋るが，学生は半年問のコースを

終えると相当複雑なディスカッションが自由にできるよ

ぶこなる。鉗日 4時澗，それも生徒1人に先生1人とい

う方法でつy.)こむ。 • 

l糾頭'iは2つの部分に分かれている。GeneralLibrary 

と称する炎文0)それは大学の mainbuildingの中にあ

って10加 II}あ庄りの蔵因をもち， 1300種の雑誌をとって

いる。杏棚はすべて open-accesstこなっていて， i舟し出

しは学生が 3lfll,スク ッフは 6冊を限度とし，JUJ「i]は前

者が2迅1掛，後者は 1カ月である。アジア関係の沿店，

雑誌はひろく網~i［されているとはいえないが， 割合そる

っているようである。このほか HankowCollection, 

Morrison Collectionというのが収められている。

應文山と称する中文古の1図：；itfi1は独立の建物の中にあ

って， 11万5000l11}の依紺りをもも， 115種の雑誌をとっ

ている。中国の古古が多く ，新中国の沢料はヤr無に等し
い。今年9月に新しい図；引館の建物が完成する予定で，

その晩には以上の両渚がそこへ引っ越すこととなる。

Dept. of Extrn-Murnl Studiesは1957年に設股され

た。内外から聴講者を秘って 1週1回または2lnl, 2 ~ 
6カ月の連続滞義が行なわれる。 j!i品の乱k(i|jはなく内外

に人を求める。内容はきわめて叫門的で水準は底いよう

である。酋語のコースもあるがあまり効果はないようだ。

出版局は4胆年数十fillの書箱雑誌を出版しており，香迷

大学のスタッフの培芭はこれによって容易に出版のチャ

ンスを与えられる。オックスフォ ード大学の出版局と特

別の協定を結んでいーる。

m'アジア研究

なんらかのプロジェクトを共同で研究するという組織

はないし，また実際に行なわれたこともないようであ

る。以下に研究名の(ijiぷれをみると， Dept. of Econo-

mies ancl Political Scienceの Professorであり，日本

になじみの深い E.S. Kirbyが，おもに中国の研究に専

．念している。中国を含めたアジア全般について多くの著

甚および論文をもっ E.F. Szczepanikは同 Dept.の

Senior Lecturerであり，また香渉経済に関する権威で

もある。そのほか RonaldHsia, S. S. Hsueh, S. G. 

Daviesなどがいる。このほか外国から中国研究などの

目的で香迷にきている若い研究者がいる。日本にもいた

ことのある K.H. Pringsheimなどである6それらが毎

巡1回淵かれる同 Dept.の大学院ゼミナーにおいて一

沌．：t.::.会する。同 Dept.が中心となって組紐したContem-

porary China Seminor I・ま，大学外部の研究者をも組緑

するためにつくられたものである。鉗月 1回大学でゼミ

ナーを開き，その機関紙 Contempora1・yChinaはすでに

3号まででている。

このほか香泄大学には Institute of Modern Asian 

Studiesがある。現在は完全に有名無実であるが，今後

本格的な体制を作りあげようという計画が目下関係者の

1甘］で進行中であり，将米の発J艮がJりl待される。

（付記） ＊年9月に Symposiumon Economic and 

Social Problems of the Far Eastなる学会が，大学の

50/,';l年を記念し詞暉される。外国から多くの学者が参

加する予定である。

（アジア経済研究所香i巷派追且 尾上悦.::::::)
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